
について
収録アプリの機能説明
対応オーディオ・ファイル

動作環境／インストール方法
動作環境
インストール方法
アンインストール方法

操作画面について
メイン画面
環境設定画面

音楽再生をする

トラブル・シューティング
ライセンス情報
お問い合わせ先

ユーザー・ガイド



プレイリスト設定
プレイリスト

プレイリスト設定と音楽再生を別々のアプリとして完全分離

書出し

playlist.txt

読込み

音楽再生

再生以外の機能を排除し、
プログラムを軽量化

※プレイリストは「 ログインユーザー名 」に保存されます。

プレイリストを設定し、テキストファイルに保存します。

プレイリストが保存されたテキストファイルを読込み、
音楽再生をします。

再生を停止します。

※再生中の一時停止、トラック移動、音量調節、曲名表示機能はありません。

対応オーディオ・ファイル
オーディオ・ファイル・フォーマット
リニア 音源の、 、 と となります。

サンプリングレート／サンプリングビット数
、 、 、 、 、 、

※ただし、再生時のプレイリストは、同一のオーディオ・ファイル・フォーマット、同一のサンプリングレート／サンプ
リングビット数のオーディオ・ファイルで統一してください。混在している場合は再生できない仕様になっています。

音楽再生プレイヤー「 」は、プレイリストの設定をする画面部分と、実際に音楽再生を
する部分を、別々のアプリケーションとして完全分離することで音質改善を狙ったソフトです。またプログラミング・
コードを減らすため、 再生以外の機能を排除してあります。再生時には バッファメモリに先読みしてから再生
を開始します。 や のハイレゾ音源などがリッピングなしで直接再生できます。また、ギャップレス再
生が可能なのでライブ盤が途切れなくお楽しみ頂けます。なお、ストレージに音源を取り込んで再生する用途として、
専用リッピングソフト「 」を付録として用意しています。

収録アプリの機能説明

について



動作環境
・ ：
・ 以上の （ 以上を推奨）
・ または 起動で動作可能
・ ～

インストール方法
、 、 を専用ダウンローダーにて

任意の場所に置きます。 に登録しておけば、利用しやすいです。

アンインストール方法
アプリケーション一式をごみ箱に捨てます。

、 、 をゴミ箱に捨てます。

以下のフォルダをゴミ箱に捨てます。
ログインユーザー名

【例】ログインユーザー名が「 」の場合、以下となる。

以下のファイルをゴミ箱に捨てます。
ログインユーザー名
ログインユーザー名

（拡張子が のファイルは存在する場合のみ削除する。）

【例】ログインユーザー名が「 」の場合、以下となる。

ゴミ箱を空にします。

動作環境 /インストール方法



メイン画面

プレイリスト追加ボタン

プレイリスト削除ボタン

音質の硬軟調整
この値は、下げると音はシャープになり、上げると音は柔らかくなります。デフォルトで再生してみて、音が緩く
感じた場合は下げ、硬く感じた場合は上げてみてください。デフォルトは「 」です。

プルダウン形式ですが手入力も可能となっており、 ～ まで設定できます。 段階と多めに設定可能として
はいますが、 変えるだけでも音は変わりますので、セッティングの際の微調整に利用してみてください。設定値は
【 】ボタンで元に戻せます。

なお【-】【＋】ボタンで 単位で増減できます。ショートカットキーはぞれぞれ【 　】【 　】となります。

曲情報の表示／非表示切替
オーディオファイル・フォーマット、サンプルレート、ビット深度、再生時間、曲数、総再生時間の表示／非表示を
切替えます。これはプレイリストの曲を や から選択している場合、画面表示の反応が鈍くなるため切
換えできるようにしてあります。デフォルトは になっています。確認したい際はチェックをしてください。

プレイリスト一覧エリア

曲数及び総再生時間

プレイリスト全削除ボタン

曲情報の表示/非表示切替音質の硬軟調整プレイリストの保存

操作画面について



環境設定画面

起動時、前回プレイリストの読込み設定
起動時に前回保存したプレイリストを読込むかどうかを設定します。 の再生後、別の に入れ替えて再生する際
には、ファイルが存在しないことを示す【！】マークのアイコンがプレイリスト一覧に表示されます。この場合、いっ
たんプレイリストを削除する必要がありますが、この手間を省きたい場合は にしてください。デフォルトは
になっています。

プレイリスト保存時、アプリケーションの終了設定
の場合、プレイリスト保存時、設定完了を示すダイアログが表示されます。このダイアログの表示を省き、アプ

リケーションを終了したい場合は にします。デフォルトは になっています。

再生時のバッファメモリ読込み量設定
再生開始時のオーディオデータの先読み量を調整できます。 ～ まで設定可能でデフォルトは となります。少
なくすると再生開始までの時間が短くなります。また、この設定でも音質は変化します。多くすると柔らかく、少なく
するとシャープになります。デフォルトで再生してみて、しっくりこない際は調整してみてください。設定値は
【 】ボタンで元に戻せます。

保存ボタン
設定を保存し画面を閉じます。

キャンセルボタン
画面を閉じます。変更した設定は保存されません。

起動時、前回プレイリストの読込み設定
プレイリスト保存時、アプリケーションの
終了設定

再生時のバッファメモリ読込み量設定

保存ボタン

キャンセルボタン



アプリケーション一式を に登録します。
、 、 を にドラッグ＆ドロップします。

をクリーニングします。【重要 】
再生前に をクリーニングします。こちらではレイカのバランス・ウォッシャー
というクリーニング液を使用していますが、新品の にも効果があること

を確認しています。なお時間が経過すると効果も落ちてくるので、再生直前に
行うのが効果的です。例えば、二日連続で同じ を聴く際、一日目にクリー
ニングした場合であっても、二日目もクリーニングすることをお勧めします。再
生音がデジタルくさいと感じられる場合は使用をお勧めします。

を光学ドライブに挿入します。
普段お使いの光学ドライブに挿入します。 が備え付けられている
をお使いの方は、そちらに挿入されても構いません。

曲名を取得します。（曲名取得しない場合は、この手順は必要ありません。）
インターネットに繋がった状態で を起動すると、曲名が取得され 上のファイル名に反映されます。曲名
が取得されたら、 を終了します。

を起動します。
に登録した をクリックします。

プレイリスト一覧エリアに再生したい曲を追加します。

画面右下の【＋】をクリックします。

音楽再生をする

新品の にも効果を発揮する
バランス・ウォッシャー

を起動するを起動する

にドラッグ＆ドロップするにドラッグ＆ドロップする

ここをクリック



プレイリスト一覧エリアに選択した曲が追加されます。

プレイリスト一覧エリアに追加された曲は、ドラッグ＆ドロップで
順番を入れ替えできます。

ドラッグ＆ドロップで
曲順を変更できる
ドラッグ＆ドロップで
曲順を変更できる

曲がプレイリスト一覧エリア
に追加された

曲がプレイリスト一覧エリア
に追加された

ファイル選択ダイアログが表示されますので、そちらで再生した
い曲を選択します。
全曲選択したい場合は【⌘ 】のショートカット・キーが便利です。

【⌘A】で全選択可能

オーディオファイルのスペックや再生時間を確認したい場合は、
【 】を にしてください。
ただし、 にしていると、 や の場合は、画面の反
応は鈍くなります。必要な時だけ にすると良いでしょう。チェックを で

スペックや再生時間、
曲数などが表示される。

チェックを で
スペックや再生時間、
曲数などが表示される。



【 】の値を設定します。デフォルトは「 」
です。
この値は、下げると音はシャープになり、上げると音は柔らか
くなります。デフォルトで再生してみて、音が緩く感じた場合
は下げ、硬く感じた場合は上げてみてください。

プルダウン形式ですが手入力も可能となっており、 ～
まで設定できます。 段階と多めに設定可能としてはいます
が、 変えるだけでも音は変わりますので、セッティングの際の
微調整に利用してみてください。

設定値は【 】ボタンで元に戻せます。

なお、【-】【＋】ボタンで 単位で増減できます。ショートカッ
トキーはぞれぞれ【 　】【 　】となります。

音質調整をします。

【 】ボタンをクリックし、プレイリストを保存します。

※プレイリストは「 ログインユーザー名
」に保存され

ます。

なお、デフォルトの環境設定では、保存と同時に
は終了します。

プレイリストを保存します。

AnotherZeroneSetup を終了する
【⌘ 】で を終了します。環境設定の【プレイリスト保存時、アプリケーションの終了設定】が
（デフォルトは ）になっている場合は、【 】と同時に終了するようになっています。

Audio MIDI を設定する
再生する音源のスペックにあわせて、 の設定をします。再生曲にあわせた自動設定機能はありませんの
で、確認が必要です。

値を増減させて
音質の硬軟を調整する
値を増減させて

音質の硬軟を調整する

このボタンをクリックこのボタンをクリック
デフォルトの環境設定では、

保存と同時に
AnotherZeroneSetupは終了する

デフォルトの環境設定では、
保存と同時に

AnotherZeroneSetupは終了する

で音楽再生する
を起動します。起動時に バッファメモリに

読込んでから再生を始めるため、 や からの再生の場合は、音が出
るまでに時間がかかります。（ の で 秒程度）ハードディスク
内の音源の場合は数秒となります。

なおシステムの負荷を減らすため、起動すると は終了するようになっていま
す。 で再生を終了すると、 が再起動されます。また、

の アイコンをクリックしても起動できます。

なお、起動中のアプリを終了したり、無線 やタイムマシーンなども にし
た方がクリアな音質となります。

をクリックをクリック



音楽再生を終了する
終了する際は、 をクリックします。

が終了し、 が再起動されます。
プレイリストの曲をすべて再生し終わっても、 は
起動状態になっていますので、 を取り出す際は、 で終
了してください。をクリックをクリック

トラブル・シューティング
を起動しても音が出ない。

にはエラーメッセージ機能がありませんので、音が出ない際は以下の項目を確認してみ
てください。

● で設定がされていない状態で、 を実行した。
→ で設定する。

● で設定後、再生対象ファイルを移動や削除してしまった。
→再生ファイルを確認し、 で再設定する。

ライセンス情報
フリーウェアです。複製、再配布は禁止します。このソフトウェアを使用したことによる一切の損害について作者は
責任を負いません。著作権は高橋　仁に帰属します。

お問い合わせ先
以下の にあるお問い合せフォームより、お問い合わせください。ただし技術的なことに関してはお答えできない
こともありますので、あらかじめご了承ください。

を終了させずに を取り
出すそうとすると、左のようなエラーメッセージが表示
されます。


